
大
東
文
化
大
学
が
主
催
す
る
全

国
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
は

「
高
校
新
聞
の
甲
子
園
」
と
呼
ば

れ
、
今
年
は
全
国
か
ら
１
３
０
校

の
応
募
が
あ
り
、
本
校
は
10
月
に

発
行
し
た
第
４
２
２
号
（
特
大
号
）

を
出
品
し
た
。

最
高
賞
と
な
る
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
向
上
高
校

（
神
奈
川
県
）
、
次
ぐ
朝
日
新
聞

社
賞
を
受
賞
し
た
沼
津
東
高
校

（
静
岡
県
）
に
次
い
で
、
本
校
は

大
東
文
化
大
学
学
長
賞
を
受
賞
。

同
賞
は
昭
和
59
年
と
62
年
に
受
賞

し
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
の
受

賞
と
な
る
。
評
価
さ
れ
た
点
は
、

紙
面
構
成
と
文
章
表
現
と
の
こ
と
。

部
長
の
志
賀
誠
治
君
（
２
―
１
）

は
「
今
回
の
受
賞
は
生
徒
の
皆
さ

ん
や
、
新
聞
部
員
の
努
力
あ
っ
て

の
も
の
。
特
に
４
月
か
ら
活
動
に

加
わ
っ
た
１
年
生
部
員
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
自
信
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
も
読
者
の
目
線
に
立
っ

た
新
聞
を
発
行
し
て
い
き
た
い
」

と
、
編
集
長
の
南
部
久
翔
君
（
２

―
６
）
は
「
日
頃
か
ら
心
が
け
て

い
た
丁
寧
な
紙
面
構
成
が
評
価
さ

れ
て
嬉
し
い
。
今
後
は
生
徒
の
活

動
を
よ
り
多
く
掲
載
し
た
新
聞
の

発
行
を
目
指
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
話
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
は
３

月
上
旬
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
読

者
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
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１
月
19
日
、
大
東
文
化
大
学
（
東
京
都
）
が
、
同
大
学
が
主
催
す

る
第
42
回
全
国
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
校
を
発
表
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
本
校
の
新
聞
部
は
、
上
位

賞
で
あ
る
大
東
文
化
大
学
学
長
賞
を
受
賞
し
た
。

▲審査の対象となった今年度発行の彦根東高校新聞第422号

▲ハイタッチでエールを送られる鈴木

久子先生＝滋賀大学経済学部で

今
年
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
1
月
19

日
、
20
日
に
実
施
さ
れ
、
本
校
の
３
年
生
は
滋

賀
大
学
経
済
学
部
（
彦
根
市
）
で
受
験
し
た
。


